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Being the shortest dαuにみられる他者意識
A nocturnall upon S. Lucies dayl) ， 
Being the shortest day 
Tis the yeares midnight， and it is the day白鳥
Lucies， who scarce seaven houres herself unmaskes， 
The Sunne is spent， and now his flasks 
Send forth light squibs， no constant rayes ; 
The worlds whole sap is sunke : 
The generall balme th'hydroptique earth hath drunk， 
Whither， as to the beds-feet， life is shrunke， 
Dead and enterr'd ; yet al these s巴emeto laugh， 
Compar'd with mee， who am their Epitaph. 
Study me then， you who shall lovers bee 
At the n巴xtworld， that is， at the next Spring : 
For 1 am every dead thing， 
In whom love wrought new Alchimie. 
For his art did expresse 
A quintessence even from nothingnesse， 
From dull privations， and leane emptinesse : 
He ruin'd mee， and 1 am re-begot 
Of absence， darknesse， death; things which are not. 
All others， from al things， draw al that's good， 
Life， soule， forme， spirit， whence they beeing have ; 
1， by loves limbecke， am the grave 
Of al， that's nothing. Oft a flood 





Drownd the whole us two oft did we grow 
To be two when 'Ne did show 
Care to else; and often absences 
IVVithdr肝 Vour soules， and made us carcasses. 
Bllt I am her 
Of the first 
word wrongs 
the Elixer grown ; 
Were 1 a man， that 1 were one， 
1 needs must know; 1 should 
If 1 were any 
Som日 somemeans; Yea yea 8tones 
And love ; al 80me invest 
If 1 aロordinary were， 
As shadow， a and must be he1'e. 
But 1 am None; nor will my Sunロerenew. 
You fo1' whose the lesser Sunne 
A t this time to the Goa t is runne 
To fetch n日明7 it you， 
your summer al ; 
Sinc巴 shee
Let mee prepare towards he1'， and 1et mee call 
This hou1'e her and he1' Eve， since this 
Both the yeares， and the lS. 


























その悲療な想いが 1-年で一番短い日J the shortest 即ち一年で一番夜の長い冬至で
されるのである。従って，冒頭行の年の真夜中J('the yeares midnight， ')は冬至を示す語だ
がヲ夜の長さと暗さを{云え，静まり返った夜の聞の中で悲嘆に暮れる話者の姿を示唆する語句でもあふ。
次の「ム日の真夜中，ルーシーの日J('itisthe '11.1-2) という匂は， イタリッタ
スのLutiesが恋人の名前を示唆しながら，昼間の最も短いことを示し， これが 17時間も顔を出さな










つJ(‘now his forth 1ight squibs， no constant rayes ;' 1. 3 に過ぎないo 'his 
flasks'は患のこと4)である o 'his'は太陽の代名詞で，いま述べたように，星は太陽の光を受け蓄え放
っからである。‘flasks'とは兵士が携える火薬袋のことだが，火縄銃式の鉄砲の火薬のさく裂の光475
のそれに喰えたものである。この conceltの効果は‘ squibsフと 'noconstant とをえ字ス
る時に発揮される。春から四季を巡る太陽が冬至に至って最も弱体イとするように，戦闘rl7








(‘The worlds whole sap is sunke :' 1. 5) という表現は自然界の死の様相を示すものである。‘sap'
(1樹液J)は‘Thevital juice or fluid which circulates in plants.' (OED， 1.) 5) と説明されるよう
に，樹木はこれがなければ生命を維持することは不可能なのである。つまり，この匂は冬枯れによる自
然界の死を表すものである。次行の「水腫病の大地がすべての樹液を呑み込んだJ('The genera11 
balme th'hydroptique earth hath drunk，' 1. 6) という表現も，同様に，自然界の死を示すものであ
る。‘th'hydroptiqueearth' とは水腫病患者が飽くことなく水を欲しがる 6) ことから来た喰えであ
る。‘balme'は，先ず‘sap'と同じものと考えなければならないが，‘Aromaticointment used for 
soothing pain.... ' (OED， 5.) という意味もあり，これは恋人の死によって受けた話者の苦痛をいや
すものすら失われていることを示すことになる。どんな慰めも見い出すことができず，悲しみもいやす
ことができない暗たんたる想いから，話者は自らの死を想、い遣らずにはおられないのである。「生命は，












punがある。また， 'shrunkぶには‘Towither...through withdrawal of vital fluid....' (OED， 1.) 
の意味があり，‘whither'のpunを伴って生命の衰退，つまり，死が強調されることになる。そして，
次行8行日の官頭の‘Deadand enterr'd ;'で自然界の死，世界そのもの死，が表されるのである o
vital fluidである‘balme'が樹木から地面に後退L ('enterr'd')，なくなれば樹木は死ぬ(‘Dead')。
自然の死は話者の死であるから，この連の最終行で，話者は死んだ自分を「その墓碑銘J(‘their Epi-
taph' 1.9)と言うのである。 'their'は一切の自然界を指す語である。もちろん， 1墓碑銘jのmetaphor
は，先に述べたように， macrocosm-microcosmによって支えられているのだが，恋人を亡くすことに








く)笑っているようだJ('yet al these seeme to 1augh' /Compar'd with mee， who am their 






れ，他者に「この墓銘碑を学べJ(‘Study me then') と話者は言う。他者が「次の世，即ち，次の春
で恋人となるあなた方よJ('you who shall 10vers bee/ At the next wor1d， that is， at the next 







学べJ(‘Study me then') という表現となり，この愛の奇跡が{墓碑銘Jとして記されることになる
のである。この話者の愛の奇跡が，錬金術の metaphorを使って，以下この連の最終行にわたって詳し
く述べられる。話者は，前連最終2行の内容を受けて， I僕はあらゆる死せるものJ('For 1 am every 
dead thing，' 1. 3)なのに， I愛が新しい錬金術を生み出したJ(‘In whom 10ve wrought new A1chimie.' 
1. 4) と話者は自らの愛の奇跡を説明する。しかし，これだけでは愛の錬金術の奇跡を充分説明するこ
とにはならないので，更に， I愛の業によって，もの憂い喪失感と不毛の空虚から，無そのものすらか
ら，精粋を抽出したJ(‘For his art did expresse/ A quintessence even from nothingnesse， /From 
dull privations， and 1eane emptinesse:' 1. 5-7) と言う。普通錬金術は，手短かに言えば，物質を
溶解・分離し，蒸留・昇華の過程を経て，最終目的物，例えば， I精粋J(‘quintessence' )を取り出す
術である 9)。溶解は物質の死であり，分離は物質をその構成要素である四元素に戻すことである。つま
り，話者は「無そのものJ(‘every dead thing' 1. 3)から「精粋」を抽出したのだから「新しい(愛
の)錬金術」を生み出したことになるのである。無から有を生み出すという逆説がこの連の論理を構成
し，話者のなした愛の奇跡を説明するのである。ところで，‘expresse' (1. 5) は， H. Gardner氏が
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‘squeeze out， or extract， a techical term from alchemy'lO)と説明するように，錬金術用語であると
同時に， I精粋」を抽出するのは容易ではなく大いなる苦しみを伴うことも表す。この苦しみが‘noth目
































者の論理は，‘ruin'd'に内包された錬金術の metaphorによって支えられている。 C.A. Patrides氏が言
うようにベこの語は物質を四元素に戻す錬金術の操作過程の 1つを示す。従って，‘ruin'd'は物質の
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死を指すのでありヲ物質を「破壊するJ ことはその物質の形9 即ち，形相 St.lTI. 











よきものすべてを取っているJ from all draw aIl that's 、







割をなすものである。 には‘soule'はないがヲ はあって五!惑の働きを持つ。 l土
はなく 'Life'と 'formぶだけである。最 H立の鉱物は 'forme'のみである。このことは第4速でも
されている。いずれにせよ，話者はすべての形のあるものに対して羨ましさをおぼえるのである。
それでヲ再度，話者の空虚な心の内を「僕は，愛の蒸留器によって，一切の無の墓となったJ('1， 
loves limb日 amthe grav台 that's ' 1.3 と表す。恋〆人の死によって
の愛の世界は崩壊し無lこ帰したことを示す匂であるが，ここでも錬金術用語を使って，崩壊し
されている o 'limbecke'はつまりヲ「蒸留器Jのことであるが， i浄化jの








を話者は克服するのである。またヲこの偉業が「墓碑銘J(St. 1， 1. 9) に記されるのである。













げへは泣いー<:.， よく洪水を引き起したJ a wee two w叩t，' 1. 4 -5) と
っ例えば，愛し合う二人にとって，暫くでも離れ離れにならなければならないのは悲しし冶ことであ
るυ この気持は‘W朗，の頭韻と 'we日J 'two'の長母音に表されている。「それで，僕たち二人
の{止界を溺れさせたJ the whole us two;' 1. 5-6) も悲しみの具体的
亡、， さめざめと泣くことを示すが， i1Ij行と同じ頭韻が使われ， 長母音・二重母音が多用されている。
人た人にとっては二人が全世界であるものだがヲ The には，恋人、たちの完全な愛の世
face in thin自己ye，thine in mine appear白S，
And true hearts doe in the faces rest， 
Where can we finde two better hemispheares 




























僕たちは混沌となったJ(‘oft did we grow /To be two Chaosses， when we did show /Care to 





ったJ('and often absences/Withdrew our sou1es， and made us carcasses.' 1. 8-9) のである 0




いのである。また， 1魂が脱け出すJ(‘Withdrew our sou1es') ことは TheExtasたにも 'Oursou1es， 
(which to advance their state，/Were gone out，) hung 'twixt her， and mee.' (1. 15 -16) と描






















(この けることになるが)，いま，太初の無となった。その無からエリキ ~l) が生れたの
her word wrongs the first the Elixer 
芯:' 1.] と話者が言い得るのは，話者が9 いま述べたように，愛のさまざまな を経て，
説会 してきたからである。「太初の無」とは，
l十七ヲ i と同様天地の分れる前の状態を指す詔であるが匂 T園 うように'...Ideas 




う言葉は彼女を傷つける J word wrongs ことになるのだ。 恋人も話者と同様愛の聖人
であることが示唆されているのである。恋人が愛の聖人であるということが，この詩の題の聖ルーシーー
と重ね合わされて，最終連の最後で，復活する彼女の喜びがうたわれるのである c さてヲ 'Elixer' (エ
リキザ)は 'Thεor80ul of a . 3. b“)であり 'quintessence' と|百!
のものとして↑吏われている。しかし， された意味は? より ‘Elixer司 の二七「が
的?あるの前l二述べたようにヲ だけで構成されているということから，
できたので、あるカ三 'Elixer'には 'A or e8sence with the property ). 
01 ・ 2.) の意味があり，これによってラ の労の カf
明確に表されるのである。もちろん 'Elixer'は錬金術用語で，金属を金に変えるもの νである 16) 金は
にj見守合わされている問故に，永遠の存在と考えられていたものである。さで，この「ニL
リキ汁は太初の無から生まれたJ th日 first the Elixer grown ;' L 2) という表現はこ
の詩の冒頭から続いて米た逆説の論現をみ、ごとに解明してくれるものなのである。第 1J主の話者の死の
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すら取れないでいるのである。「獣なら，目的合選ぴヲその目的を達するための手段を選ぶ I('I should 




憎んだり，愛したりするJ(寸帥 yea stones de七 1L 6-7) で表される。植




S仁田， L 2) もなく，正に無であることをまとめて「すべてのものは何らかの特性が与えられている j
all 80me invest ;' 1. 7) のに話者にがないと言うのである。この無という
自己破壊が，更に，徹底して次の 2行で、行われている。「僕が普通の無なら，影のように光と物が
なければならないJ('If I an were， 
her日.'1. 8 という表現によって，影のような可視の無を否定する。影は確かに物そのもの， ある
いは，主体ではないが，光と物という実体によって生れるものであり，人間の視覚でとらえられるもの
であるから?完全な無ではないのである。完全な無とは「太初の無jであり，次連冒頭の‘Nonぜであ




さて，次連冒頭の「しかし，僕は無だ_j I am None ;')の「無J は「太初の無!のこ




現は悲しみの情を伴うことになる。また，この未来形は，‘TheSunwぷ (St.1， L :1)や次行の
lessョrSunne'が冬至を過ぎると自然も新しい春を迎えるようには被女はよみがえらないがヲ新しい依
よみがえることをー示唆する υ かつて 9 現実の世界で話者の「太陽jであっ







新しい情欲を あなた方に与えてくれる。夏を余すこと楽しむがいい。 J for whose 
this tim♀ to the Goat is fetch new lust， and it 
your summer al' ; 1.2 と， またもや話者は外の世界 を意識するが. これ
とはすっかり異なり，他者を突き放す姿勢が話者の中に見られる。ここには，愛の官能性にとらわれ
ている現実の世界の恋人たちに対するが込められているのである o 'the 1esser Sunne' は第 1
日の力の衰えた太陽のことだが Sunne'と対比して用いられている o 'the whole 
us twぜ園， 1. 6)で表されるように，話者と恋人は二人で完全で、充足した一つの世界を持つのだ
から少話者にとって，恋人という太陽が現実の太陽より大きいのは当然のことである。ま
入、たんの愛を象徴する太陽が，話者、の恋人に対する愛を象機する太陽と比べて 'lesser'であるのも当
黙である。 ζmySunne' と 6七he1esser Sunne' によって，両者の愛の違いが表されるのであるが， I山
羊座J('the Goat'入「新しい情欲J lustフ)， I夏J('summerつという
恋人たちの愛の宮能性をより明確に示すのである。「山羊座」は12宮図では











を楽しんでいるのだからJ sh印加joyesher festivall，' 1. 6) というも〕の中の
という語が前行の官能愛の喜びを示す‘と鮮やかな対照をなすのである。霊と肉の
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の第一の手紙の第15章第26節に関する説教の中で， これは T.Redpath氏四)の指摘によるものだが，














mee ca11/This houre her Vigi11， and her Eve， since this/Both the yeares， and the dayes deep 
























者に再び春が巡り来ることはない。この話者の他者に対する意識は， I次の春J(St. 1， 1.2) に表さ






























ユピ 189 定青，~禁後the shortest dαyにみられる他者意識A nocturnall upoπS冊 Luci巴s
られるがTheCanonization ~こも表されている。にもアhe
And if unfit for tornbes and hearse 
it will be fit for verse ， Our 
And if no peec日 ofChronicle wee prove， 
roomes We'll build in sonnets 
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